
 

第 30回総合社会福祉研究所総会は  

オンライン（ZOOM）にて開催いたします 
***************************************************************** 

日頃より総合社会福祉研究所の諸活動にご協力たまわり、感謝申し上げ 

ます。新型コロナウイルス感染拡大のため、昨年は文書のみにて開催した 

総会につきまして、今年度はオンライン（ZOOM）にて開催したいと思います。 

 会員のみなさまには、7月中旬に、議案書および返信用のおはがきを送 

付させていただきます。ZOOMのURLをお送りするメールアドレスが必 

要なため、ご出席いただける方ははがきの返信とともに、かならず総合社会 

福祉研究所HPよりお申込みをお願いします。 

また、当日ご出席がむずかしい方は、かならず委任状（はがき）をご返 

送ください。何卒、よろしくお願い申し上げます。 
 

第30回総会：2021年８月２８日（土）１０時～１１時４５分 

総会後、１３時より開催される研究交流集会にも、ぜひご参加ください！ 

 

第 15 回（2021 年度） ♪♪学んで いきいき♪♪  ★☆学んで元気に☆★ 
 

京都社会福祉講座 
◆第 1講義 １０：００～１１：３０        ◆第 2講義 １３：００～１４：３０ 

           3 万円（当研究所会員は 2万 5千円）

         総合社会福祉研究所 

コロナウイルス感染拡大防止の為、今年度の京都社会福

祉講座はオンラインにて開講いたします。

 

日  程 講座テーマ 講 師 

第 1日目
9/11（土）

第 1講義
・開講式

・オリエンテーション

社会福祉とは何か ～仲間と共に学ぶ～

浜岡政好（当研究所副理

事長）

新井康友（佛教大学・当研

究所理事）

第 2講義 権利としての社会福祉 深谷弘和（天理大学）

第 2日目
10/30（土）

第 1講義 福祉労働者の援助論と倫理
中野加奈子（大谷大学・当

研究所理事）

第 2講義
今、社会福祉に求められる人材像とは

～私たちは何のために福祉の仕事をして

いるのか～

山本みどり（にしがも舟山
庵）

第 3日目
11/20（土）

第 1講義 押し寄せる格差貧困への反撃を  ～生
活・貧困問題～

丹波史紀（立命館大学・当

研究所理事）

第 2講義 生活アセスメント ～援助対象者の生活を
社会的に捉えてみよう！～

村上武敏（佛教大学）

第 4日目
12/18（土）

第 1講義 保育は子どもと保護者の“生存権保障” 小堀智恵子（熱田福祉会）

第 2講義 障害者家族の老いる権利 田中智子（佛教大学）

第 5日目
1/22（土）

第 1講義 プレゼンテーション
新井康友（佛教大学・当研

究所理事）
第 2講義 プレゼンテーションまとめ

受講料 

主催 

開催形態 

お問い合わせ・お申込み 
 

総合社会福祉研究所 〒 543-0055 大阪市天王寺区悲田院町 8-12 
 

☎：06-6779-4894     ：06-6779-4895     📧📧：mail@sosyaken.jp 



長崎にて、原爆の日をおもう

　1945年８月９日、午前11時2分、長崎に投下された原爆により、当時の長崎市の人口24万
人（推定）のうち約7万4000人が死亡し、建物は約36％が全焼または全半壊した。上空500メー
トルで爆発、火球となって３秒間のうちに強烈な熱線と衝撃波・爆風が地上を襲った。
　平和祈念像（写真）の前では、毎年平和祈念式典がおこなわれる。当時、爆心地から約100メー
トルの地点に長崎刑務所浦上刑務支所があり、爆心地にもっとも近い公共の建物だった。刑務
所内にいた職員18名、庁舎居住者35名、受刑者及び刑事被告人81名（うち中国人32名、朝鮮人
13名）計134名全員が即死した。平和公園の周囲には、刑務所の周囲をめぐらしていた壁の一
部（写真）が遺構として残されている。



　平和公園のなかには、平和祈念像のほか、平和の泉、折鶴の塔、長崎の鐘、世界各国から寄
贈された祈念碑や祈念像などがある。公園入口からの階段には長いエスカレーターが設置され
ているほか、各所にベンチなどもあって、多くの市民が日頃から散歩などで訪れる。長崎市の
公式ホームページには「願いのゾーン」としてくわしい案内が掲示されている。



　浦
うらかみてんしゅどう

上天主堂は、爆心地から北東へ約500メートルの地点にあった。大正15年（1925年）に
完成するまで30年の歳月をかけてつくられ、東洋一の赤レンガづくり教会だった。現在の天
主堂は、1959年に元の地に再建されたもの。
　被爆で近くの川まで崩れ落ちた鐘

しょうろう

楼の一部は、遺構としてそのまま保存されている。崩壊し
た堂壁と石像の一部は、新しい天主堂建設のため1958年に原爆落下中心地碑のすぐそばに移
設され、内部や表面の補強をして被爆当時のまま保存されている。被爆中心地は小さな公園と
して整備されており、緑に囲まれた憩いの空間として親しまれている。



　明治元年（1868年）創立の山
さんのう

王神社は、爆心地から南東約900メートルの場所の高台にあっ
た。参道には一の鳥居から四の鳥居まであったが、爆風に対して平行に立っていた一の鳥居と
二の鳥居だけが倒れず、あとは倒壊した。二の鳥居は爆心側の半分を吹き飛ばされたが、片方
だけが倒れずに残り、いまも元の場所に保存されている（写真）。
　坂を登る階段の周りには民家が立ち並び、市民が行き交う暮らしのなかに被爆の記憶が残さ
れている。山王神社の境内には「被爆クスノキ」が青葉を茂らせて残っており、たくさんの千
羽鶴が飾られていた。
　神社のすぐ近くには保育園があり、お迎えの５組の家族がなかよく家路への階段を下ってい
く姿に出会った。子どもたちは手をつなぎ合ったり、駆け足ではしゃぎ合ったり。その周りで
お母さんやお父さんたちは長話にふけっていた。この家族たちも、二の鳥居や原爆クスノキや
原爆の日のことを語り合うことがあるのだろうか……� （写真・文　塩見一弥）



【ひろばトーク】　
危機をチャンスに──あたらしいチャレンジ	 逆井　直紀	 6

●特集●　�平和をめざし、守るためにできること
アメリカと一緒に軍事対応を強化するのはダメ	 塩見　一弥	 10
長崎民医連の職員だからこそ、学び、伝えたい	
	 柴田親男・松永崇嗣	 13
日本政府としてミャンマー国民を支援してほしい	 	 20
私たちが選んだのは、軍政ではなく国民統一政府！	 	 24

●トピックス●　
【PHOTO】ズームイン！　
　社会福祉法人桃郷　放課後等デイサービス青空	 	 26
新型コロナウイルス感染症クラスターを経験してⅠ	 山中ひろみ	 28
新型コロナウイルス感染症クラスターを経験してⅡ	 中島　素美	 32
天海訴訟 千葉地裁判決のポイントと問題点にかかる考察
	 山㟢　光弘	 36
コロナ禍であらためて考える公衆衛生・保健行政のあり方
	 武内　　一	 42
第26回社会福祉研究交流集会のご案内	 	 46
第5回陸前高田学校のご案内	 	 48

●連載●
ＷＯＲＫ ＷＯＲＫ──わくワク──
　標高300m天空の茶畑のお茶	 サテライトいぶき	 52
かさねあい、はぐくみあう保育実践
　ひむろこだま博物館をめざして！	 岩尾　亮太	 54
ＪОＢ&ＡＣＴＩＯＮ　全国福祉保育労働組合（５）	 	 58
　非正規差別を許さない保育職場に
私の履歴書　社会福祉経営全国会議（５）
　「福祉」とは「しあわせ」「ゆたかさ」と同意語	 辻村　　惺	 60
阿修羅がゆく　わたしが好きな釜ヶ崎（25）	 水野阿修羅	 62
相談室の窓から
　ダウン症者の加齢にともなう変化と支援課題	 青木　道忠	 64
育つ風景	 清水　玲子	 66
　子どもの側に立つことをあらためて教えてくれる子どもたち
ひととしてあたりまえに生きたい
　「なかまの里をつくる会」会長として（７）　	 清田　　廣	 68
映画案内　『キネマの神様』	 吉村　英夫	 70
現代の貧困を訪ねて　座骨神経痛はとつぜんやってきた	生田　武志	 72
似らすとれーしょん道場　似顔絵まんがアート
　スポーツは爽やかに、じゃ！	 ラッキー植松	 74
ホームレスから日本をみれば　	 ありむら潜	 76
花咲け！　男やもめ	 川口モトコ	 77

みんなのポスト　50／福祉の動き　78／今月の本棚　81
●グラビア●　長崎にて、原爆の日をおもう

●表紙の絵●
　神門やす子

2021年8月号
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危機をチャンスに
──あたらしいチャレンジ

 

全国保育団体連絡会副会長／保育研究所常務理事　逆井　直紀

み
な
さ
ま
に
こ
の
雑
誌
が
届
く
こ
ろ
は
、
私
ど
も
全
国
保
育
団
体
連
絡
会
（
以
下
、
全
保
連
）
が
、

実
行
委
員
会
を
結
成
し
て
と
り
く
む
第
五
三
回
保
育
合
研
（
全
国
保
育
団
体
合
同
研
究
集
会
）〈
七
月
三

一
日
（
土
）
八
月
一
日
（
日
）〉
が
ち
ょ
う
ど
開
催
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
昨
年
福
島
で
お
こ
な
う
は
ず
だ
っ
た
五
二
回
集
会
は
中
止
と
な
り
、
急
き
ょ
一
日
だ

け
の
ウ
ェ
ブ
集
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
前
年
よ
り
前
進
し
た
い
と
開
催
地
の
広
島
は
じ
め
全

国
の
人
々
と
協
議
し
、
対
面
集
会
と
ウ
ェ
ブ
配
信
を
同
時
に
お
こ
な
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
の
集
会

を
、
二
日
間
の
日
程
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
配
信
で
は
、
広
島
で
の
対
面
集
会
の
模

様
も
含
め
、
配
信
専
用
の
独
自
講
座
な
ど
を
自
由
に
視
聴
で
き
る
期
間
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
開
催
地

ば
か
り
で
な
く
全
国
の
組
織
で
分
担
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
分
科
会
を
お
こ
な
う
な
ど
、
新
し
い
か
た
ち

の
集
会
で
す
。

第
一
回
の
合
研
集
会
は
、
一
九
六
九
年
八
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
集
会
は
全
国
の
保
育
に

関
わ
る
諸
団
体
が
、
ま
だ
実
践
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
学
ぶ
機
会
の
な
か
っ
た
乳
児
保
育
や
、
各
地
で

展
開
さ
れ
た
保
育
所
づ
く
り
運
動
な
ど
を
学
び
合
い
・
交
流
す
る
場
と
し
て
、
企
画
さ
れ
た
の
で
す
。

一
度
限
り
、
試
行
的
に
や
っ
て
み
よ
う
と
参
加
団
体
が
実
行
委
員
会
を
組
み
開
催
し
た
集
会
が
、
参
加

者
の
総
意
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
一
回
の
交
流
に
と
ど
め
ず
、
月
刊

『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
を
創
刊
し
て
、
誌
面
を
通
じ
た
日
常
的
な
交
流
や
学
び
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
は
、
今
年
で
創
刊
五
〇
周
年
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
集
会
や
雑
誌
を
通
じ
て
、
交
流
や
学
び
を
積
み
上
げ
る
な
か
で
、
保
育
を
よ
く
す
る
た
め
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に
は
、
学
び
合
う
と
同
時
に
、
公
的
保
育
制
度
を
守
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
、
国
・

自
治
体
に
対
す
る
要
求
運
動
を
お
こ
な
う
た
め
の
組
織
と
し
て
、
全
保
連
が
一
九
七
九
年
に
発
足
し
た

の
で
す
。
現
在
で
は
、
合
研
集
会
の
開
催
、『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
な
ど
の
普
及
活
動
や
各
種
研
修
事

業
を
軸
と
す
る
研
究
運
動
と
、
保
育
制
度
の
改
善
を
求
め
る
要
求
運
動
、
と
い
う
二
本
柱
を
基
本
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

要
求
運
動
で
は
、
労
組
等
の
団
体
と
共
同
し
て
と
り
く
む
国
会
請
願
署
名
に
毎
年
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
全
国
で
保
育
者
や
保
護
者
ら
が
署
名
を
集
め
、
そ
の
集
め
た
署
名
を
国
会
で
審
議
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
紹
介
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
与
野
党
の
国
会
議
員
に
働

き
か
け
て
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
度
の
署
名
で
は
約
一
五
六
万
筆
の
署
名
を
集
め
、
一
〇
八
名
と
い
う

こ
れ
ま
で
に
な
い
紹
介
議
員
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
参
議
院
で
採
択
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
署
名
数
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
議
員
へ
の
働
き
か
け

も
、
東
京
・
国
会
に
集
ま
っ
て
の
行
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
は
ど
う
す
る
か
と
話
し
合
い
、

議
員
の
地
元
で
て
い
ね
い
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
方
針
と
し
ま
し
た
。
五
月
時
点
で
二
〇
一
九
年
に
次

ぐ
一
〇
〇
名
の
紹
介
議
員
を
得
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
途
切
れ
が
ち
な
運
動
の
輪
づ
く
り
を
、
み
ん
な
の
知
恵
と
行
動
力
で
カ
バ
ー
し

て
新
た
な
局
面
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
困
難
は
新
た
な
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
と
も
い
い
ま
す
。

雑
誌
の
部
数
減
な
ど
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
ま
ず
は
五
三
回
合
研
集
会
を
成
功
さ
せ
、
そ
こ
で
の
感

動
を
力
に
さ
ら
に
活
動
を
展
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さかさい　なおき

1960年生まれ。1990年に全国保育団体連絡会事務局に入局。
保育研究所で月刊『保育情報』、年刊『保育白書』の編集責任者。
本誌全国編集委員。
財政活動として、９条の９を強調した絵本作家の降

ふり や

矢ななさんの
イラストで、マグカップと水筒をつくりました。1,500円と1,700円
（税込）です。全国保育団体連絡会（TEL03-6265-3171）まで。
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本
誌
で
は
毎
年
八
月
号
で
、
戦
争
や
平
和
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
戦
争
を
経
験
し
た
世
代
の
人
た
ち

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な
か
で
、
第
二
世
代
、
第
三
世
代
の
私
た
ち
が
、
な
に
を
ど
う
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
で
は
、
沖
縄
戦
で
旧
日
本
軍
の
組
織
的
な
戦
闘
が
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
六
月
二
三
日
が
、「
慰
霊
の
日
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
役
所
や
学
校
は
休
み
に
な
り
、
各
地
で
追
悼
式
が
開
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
ヤ
フ
ー
と

の
共
同
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
国
か
ら
の
回
答
者
二
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、
七
五
・
五
％
が
慰
霊
の
日
を
「
知
ら
な
か
っ

た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
原
爆
が
広
島
に
投
下
さ
れ
た
の
が
八
月
六
日
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
の
が
八
月

九
日
で
す
が
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
も
約
七
割
が
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
が
あ
り

ま
す
。

か
く
言
う
私
自
身
も
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
に
就
職
す
る
ま
で
、
沖
縄
の
慰
霊
の
日
も
、
原
爆
の
日
も
、
覚
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。『
福
祉
の
ひ
ろ
ば
』
の
編
集
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
被
爆

者
の
話
を
聞
い
た
り
、
日
本
の
国
家
予
算
が
ど
れ
だ
け
軍
事
費
に
使
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
不
必
要
な
兵
器
を
買
わ
さ

れ
、
ど
れ
だ
け
沖
縄
や
基
地
周
辺
の
住
民
が
日
々
理
不
尽
に
い
の
ち
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
、
や
っ

と
少
し
、
平
和
や
戦
争
の
問
題
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特集

平
和
を
め
ざ
し
、
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
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昨
年
の
本
誌
八
月
号
で
永
田
浩
三
さ
ん
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
、
各
家
庭
に
テ
レ
ビ

が
普
及
し
た
こ
ろ
に
起
き
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
そ
の
悲
惨
な
よ
う
す
が
テ
レ
ビ
を
通
し
て
茶
の
間
に
流
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、「
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
・
ウ
ォ
ー
（
茶
の
間
戦
争
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
地
の

映
像
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
キ
ャ
ス
タ
ー
が
語
り
か
け
た
反
戦
が
、
戦
争
反
対
の
世
論
を
大
き
く
あ
と
押
し
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
い
ま
、
い
ま
ま
さ
に
戦
争
が
起
き
て
い
る
国
、
武
力
攻
撃
や
弾
圧
、
デ
モ
が
起
き
て

い
る
国
の
よ
う
す
を
、
手
元
の
ス
マ
ホ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
と
大
き
く
違
う
の
は
、

流
れ
て
き
た
も
の
に
対
し
て
、
受
け
取
っ
た
人
が
す
ぐ
に
反
応
を
返
せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
武
力
攻
撃
す
る

人
や
国
を
批
判
し
、
抑
圧
さ
れ
・
攻
撃
さ
れ
て
い
る
人
々
に
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
と
ど
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
武

力
以
外
の
解
決
方
法
や
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
、
共
感
し
、
つ
な
が
り
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
崎
平
和
推
進
協
会

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
現
地
に
行
け
な
い
状
況
も
あ
と
押
し
し
、
昨
年
四
月
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
を
す

す
め
、
原
爆
投
下
直
後
の
被
害
の
写
真
を
解
説
す
る
動
画
の
再
生
数
は
一
〇
万
回
を
超
え
て
い
る
そ
う
で
す
（『
長
崎

新
聞
』
二
〇
二
一
年
六
月
二
六
日
）。

戦
争
体
験
者
の
リ
ア
ル
な
話
を
聞
く
こ
と
、
現
地
で
被
爆
遺
構
に
触
れ
る
こ
と
、
民
主
化
を
勝
ち
取
る
た
め
に
命
を

か
け
て
た
た
か
っ
て
い
る
人
た
ち
の
思
い
を
知
る
こ
と
、
本
や
動
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
戦
争
や
平
和
を
考
え
る
き
っ
か

け
は
溢
れ
て
い
ま
す
。
一
回
だ
け
で
は
記
憶
に
残
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
〇
人
に
伝
え
て
も
、
心
に
響
く
の
は

一
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
な
に
か
の
き
っ
か
け
や
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
聞
い
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
が
自
分

の
経
験
と
つ
な
が
り
、
ス
ト
ン
と
心
に
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
つ
づ
け
、
発
信
し

つ
づ
け
る
こ
と
が
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
・
す
べ
き
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集
主
任
）


